
 令和３年　　第44回　

 　　　兼　県体出場予選会　　実施要項

主 催 埼弓連　西部支部

主 管 所沢市弓道連盟

後 援 読売新聞さいたま支局

期日・日程 令和３年 ７月２５日（日）

午前の部 午後の部

（参段以下、四・五段） （女子、称号）

開 館 　８：００ １２：００

受 付 　８：１０　～ 　８：３０ １２：１０　～ １２：３０

開 会 式
（於 武道場）

　８：４０　～ 　９：００ １２：４０　～ １３：００

競 技 　９：１５　～ １１：０５ １３：１５　～ １５：０５

閉 会 式
（表彰式）

１１：０５　～ １１：１５ １５：０５　～ １５：１５

※午前の部、午後の部ともに矢渡は行わない

会 場 所沢市民武道館　（04‐2943-2295)

参 加 資 格 西部支部会員、但し高体連加盟の高校弓道部は除く

競 技 方 法 １）全日本弓道連盟競技規則に準ずる

２）全て立射　３人立３射場

３）射数

　（1）読売新聞さいたま支局杯争奪戦　　（県体予選と寿射会を兼ねる）

近的個人戦　四つ矢２回  計８射

　（2）県体予選

近的団体戦　３人１チーム　計２４射　（２名以下不可）

行射時間制限を採用する（６分３０秒）

種 別 ・・・・部門分けなし

（２）県体予選　　　 ・・・・参段以下、四・五段、女子、称号者の４部門

読売新聞さいたま支局杯争奪弓道大会　兼　寿射会

優勝決定戦は射詰（３射目から２４ｃｍ的）とし、その他は、的中記録を参照
し、８射を射詰めと見立て、外した矢が早いほうを下位とする。
８射全て同じ場合は、射詰競射を行う。

同中は、的中記録を参照し、２４射の行射順を射詰めと見立て、外した矢が
早いほうを下位とする。
２４射全て同じ場合は、３名による射詰競射を行う。

※ ３名による読売新聞さいたま支局杯争奪戦・寿射会のみの参加も可。
　　この場合、申込書に「県体不参加」と記入のこと。

（１）読売新聞さいたま
　　 支局杯争奪戦



県体チーム構成及び人数制限

チーム構成方法は「県弓道大会要領」に沿って編成のこと。

〇同一市町村居住者でのチーム構成を原則とする。

　 選手不足で同一市町村の構成が困難な時は支部内であれば他市町道場

    との混成も可能。

〇同一チーム内の大学生（一般会員）は２名以下とする。

表 彰 （１）読売新聞さいたま支局杯争奪戦

　　　　優勝 優勝杯

（前年優勝者　レプリカ贈呈： 読売新聞埼玉支局）

　　　　１位～３位 賞状

　　　　１位～５位 メダル （読売新聞埼玉支局）

　　　　１位～７位 賞品

（２）県体出場予選 各部門上位３チーム（計１２チーム）を選抜

（３）寿射会　　　

　　　　 大会当日現在、満６８歳以上が対象。

　　　　 種別 寿Ａ　　６８歳～７２歳　 １位～３位 賞品

寿Ｂ　　７３歳以上　 １位～３位 賞品

　　　　 ※同中の場合は生年月日の早い者を上位とする。

※（１）及び（３）は、午前の部、午後の部、それぞれで順位を決め表彰する。

参 加 申 込 ・武道館催事人数制限から、午前の部、午後の部とも最大５０名とし、過去の

　参加実績から以下の道場別参加枠を設ける。

　午前の部 　　三段以下、四・五段を合わせたチーム数

朝霞 2 富士見 2

志木 2 ふじみ野 3

所沢 2 三芳 2

新座 2 和光 1

　午後の部 女子と称号を合わせたチーム数

朝霞 2 富士見 2

志木 2 ふじみ野 2

所沢 4 三芳 1

新座 3 和光 1

・所定の用紙に種別、チーム名、氏名、所属、居住地を記入のうえ、道場毎に

　取り纏め、メールで申込み。（別紙記入例参照）

・申込先：支部競技副委員長　ふじみ野市弓道連盟　坂井孝嘉　宛

e-mail：zombigwave73@gmail.com

・申込締切日：令和３年７月１０日（土）

・寿射会参加希望者は、申込用紙に寿Ａ、寿Ｂの別と満年齢、および生年月日

　を記入願います。



大会役員及び役割分担

西部支部長　　池谷　茂

大会委員長 競技委員長　　花井　俊則

各役割分担は支部長が以下のとおり委嘱する。

会 場 設 営 所沢、関係者 記録（集計） 志木

受 付 三芳 賞品準備 富士見

進 行 朝霞 矢渡 無し

審 判 支部長、競技正副委員長が担当する

※的前、記録は行射が終わったメンバーで対応をお願いします。

新型コロナ感染防止について

（１）健康チエックシートを記入し、大会当日ご持参ください。

（２）選手は、行射時を除き、マスク着用を厳守してください。

（３）選手は更衣室の使用をしないよう、極力自宅で着替えを済ませて来場のこと。

（４）飲み物等は各自で用意してください。

（５）控えに入る時はロビー側階段、行射後は観覧席の階段を利用してください。

（６）選手控室は、武道場及び観覧席となります。３密を避けてください。

その他 （１）主催者は、傷害保障責任等は一切負いません。参加者はレクリエーション等  

　の傷害保険に加入する等、自己責任で対処願います。

（２）トレーサビリティ証明書を必要とする矢羽の矢の使用者は、トレーサビリティ

　証明書を携行してください。

（３）現在、県体の種別などが未決定で、６月上旬に決定予定。その結果、

　当県体予選案内と異なった場合は県体要項に沿って改訂版を発行する。

（４）新型コロナの感染状況によっては大会を中止する場合がある。

　１）矢取り：第１射場のチーム
　２）看的　：第２射場のチーム
　３）記録　：第３射場のチーム

大会会長


